

















































































編』は明治 40 年に磯部屋という古本屋から購入したものです（図 3）。また，「朝鮮戸籍大
帳」という戸籍も所蔵しています。これも，明治 40 年に酒井好古堂という浮世絵商の酒井














さらに書籍以外の文物も集めたようです。東洋文化研究所には高さ 5 m の高句麗広開土















このころの学習院の東洋学を支えたもう 1 人の重要人物が近衞篤麿院長です。彼は 1895
年から 1904 年まで院長でしたが，在任中に学習院に大学別科が置かれました。大学別科と
は外交官養成を目的として開設された課程です。近衞院長と東洋学に関するエピソードを 2









進した人物の孫にあたる人物です。明治 32 年（1899）2 月 1 日の学習院『教務課日誌』に
も「清国張之洞の孫，張厚琨，本日入学す」との記事があります。ちなみに，この『教務課


























に入ってきた文物です。標本室の「標本原簿」には購入した時の値段が 30 円，90 円，28 円
などと記されており，学習院が業者から購入したことがわかります。中国の文物の多くは江







国書刊行会，2007 年）。外務省外交史料館の記録によれば 1911 年の辛亥革命のころには，
すでに天津に滞在していたようです。この江藤の取引先は学習院だけにとどまらず，大正

























板があり，中国人が多く店舗を構えていました（図 10）。この C. T. ルーと細川護立がパリ
で出会って，貴重な中国の美術品が日本へともたらされたのです。
このルーを介して中国大陸から海外の博物館へと売却された文物のなかにペンシルヴァニ
ア大学博物館所蔵の 2 体の石馬があります（図 11 ①②）。これは唐・太宗の昭陵の前に置










れ，1921 年に博物館から C. T. ルーへの支払いが完了したことがわかります。勝手にアメリ
カ人の研究者が持ち出したのでなく，中国人の美術商を介して購入したものなのです（村松
弘一「引き裂かれた唐昭陵六駿―ペンシルヴァニア大学アーカイブズ資料から」『世界の蒐
集―アジアをめぐる博物館・博覧会・海外旅行』山川出版社，2014 年）。
このように，中国の文物の海外への販売が日本向けだけではなくて世界に向けて 1910 年
代から 30 年にかけて非常に盛んになっていく。その背景には骨董市場のグローバル化や受
図 11—①　六駿・拳毛騧（現蔵，ペンシルヴァニア大学博物館）
図 11—②　六駿・颯露紫（現蔵，ペンシルヴァニア博物館）
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アジアを学ぶ―近代学習院の教育，人と人とのかかわりから―（村松）
け入れる欧米の側の東洋美術関係美術館の充実（ギメ東洋美術館など）などのほか，中国国
内の文物保護の問題がある。例えば古代の文物の宝庫と言うべき古都・西安で文物を収蔵す
る博物館ができるのは，ようやく 1944 年になってからです。それまで西安では西京籌備委
員会や西北文物考察団，陝西省政府などが別々に文物を収集・整理・保管してきました。1
カ所で全体を管理していたわけではなかった。それが西安から多くの文物が海外へと流出し
た原因の 1 つと考えられるのです（村松弘一「西安の近代と文物事業―西京筹備委員会を中
心に」『近代中国の地域像』山川出版社，2011 年）。このようなグローバルな歴史的背景の
なかで，歴史地理標本室に収集された文物が実物教材として学習院の教育のために活用され
たと見ることができるかもしれません。
3．海外研修旅行
史料を読み，実物教材に触れ，東洋に興味を持った学生は，次の段階として，現地を見る
ことになります。例えば白樺派の作家の 1 人とされ，『項羽と劉邦』という戯曲を著した長
与善郎は明治 40 年（1907）に日本地学協会主催の南樺太への修学視察旅行に参加しました。
彼の手記によりますと，白鳥庫吉の講義を聞いて，アジアに行ってみたいという思いが募っ
図 12　駐北京日本公使館での海外修学旅行団集合写真
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たようです。樺太ではモンゴル系の人とかロシア人がいることを目にします（長与善郎『わ
が心の遍歴』筑摩書房，1963 年）。講義が学生に海外への興味をもたらしたといえるでしょ
う。これは長与個人での参加した旅でしたが，学習院全体としては大正 7 年（1918）から中
国大陸や朝鮮半島・台湾への海外研修をおこなっています。1918 年の旅行は青島，済南，
曲阜を経て北京を訪問するという行程で，北京の駐北京日本公使館での海外修学旅行団集合
写真が今でも学習院大学史料館に残っています。前列中央のステッキを持った人物が駐清公
使の林権助，その左が学習院教授の鈴木大拙です（図 12）。この写真は山本讃七郎という人
が撮ったもので，彼は山本照像館（写真館）を 1901 年に北京で立ち上げました。この山本
写真館に所属した写真家は中国・東洋の建築の専門家である関野貞の写真撮影に同行しまし
た。
以上，「東洋学の歩いた道」の学習院大学史料館の展示の内容に即してお話をしました。
明治後期，学習院では「東洋諸国の歴史」すなわち日本で最初の東洋史教育の科目が開設さ
れ，白鳥庫吉・近衞篤麿の時代には文献・文物資料の収集と教育・研究への活用，大正から
昭和初期の歴史地理標本室の実物教材を利用した教育，さらには海外に行っての実地研修が
おこなわれたという 3 つの角度からのお話をさせていただきました。学習院の東洋学の教育
は教育史という範疇にとどまらず，近代という時代の世界のダイナミックな動きと大きく関
係しているといえるでしょう。
（むらまつ　こういち　　学習院大学学長付国際研究交流オフィス教授（当時） 
／現・学習院大学国際研究教育機構教授）
